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2011年７月 

 
 

設
立
総
会
開
催 

 

平
成
23
年
６
月
25
日
、
午
後
７
時
30
分
か

ら
か
ふ
か
生
涯
学
習
館
に
お
い
て
「
大
原
自
治

振
興
会
」
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
は
選
出
代
議
員
制
を
も
っ
て
構
成
す

る
最
高
の
議
決
機
関
で
、
各
区
か
ら
選
出
さ
れ

た
代
議
員
（
出
席
39
名
・
委
任
状
４
名
）
に
よ

っ
て
、
大
原
自
治
振
興
会
の
組
織
・
規
約
・
ま

ち
づ
く
り
計
画
及
び
事
業
・
予
算
が
審
議
さ
れ

原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

来
賓
に
は
、
市
か
ら
安
田
副
市
長
・
田
村
政

策
監
、
市
議
会
か
ら
村
山
議
員
・
中
島
議
員
を

お
迎
え
し
、
自
治
振
興
会
の
設
立
を
お
祝
い
す

る
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

総
会
で
承
認
さ
れ
た
議
案 

 

・
大
原
自
治
振
興
会
規
約 

・
会
長
、
副
会
長
、
監
事
の
承
認 

・
事
務
局
長
、
会
計
責
任
者
の
報
告 

・
大
原
自
治
振
興
会
ま
ち
づ
く
り
計
画 

・
大
原
自
治
振
興
会
平
成
２３
年
度
事
業
計
画 

・
大
原
自
治
振
興
会
平
成
２３
年
度
予
算 

 
 

 

総
会
で
出
さ
れ
た 

 
 

 
 

主
な
質
問
等 

Ｑ
。
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
つ
い
て
は
、
生
活
者
の 

 
 

視
点
に
立
っ
て
考
え
て
ほ
し
い
。
高
齢
者
等 

 
 

が
買
い
物
な
ど
に
困
ら
な
い
よ
う
、
市
街
地 

 
 

を
さ
び
れ
さ
せ
な
い
こ
と
も
考
え
て
ほ
し
い
。 

Ａ
．
課
題
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。 

Ｑ
。
自
治
振
興
会
の
先
進
地
研
修
は
市
の
予
算
で 

 
 

行
な
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
。 

Ａ
．
組
織
が
立
ち
上
が
る
ま
で
は
、
モ
デ
ル
事
業 

 
 

と
し
て
研
修
に
対
し
て
の
補
助
が
あ
っ
た
が 

 
 

発
足
後
は
、
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
事
業
と 

 
 

し
て
自
治
振
興
会
で
行
な
う
。 

Ｑ
．
自
治
振
興
会
の
先
進
地
研
修
と
人
権
研
修 

 
 

が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
研
修
の
成
果
に 

 
 

つ
い
て
知
ら
せ
て
い
た
だ
け
る
か
。 

Ａ
．
研
修
の
記
録
は
事
務
局
で
作
る
の
で
、
事 

 
 

務
局
で
閲
覧
で
き
る
。 

Ｑ
．
油
日
学
区
、
佐
山
学
区
と
連
携
し
て
い
く 

 
 

広
域
的
な
事
業
（
文
化
事
業
・
防
災
事
業
） 

 
 

も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
。 

Ａ
．
広
域
的
な
事
業
に
取
り
組
む
た
め
、
各
種 

 
 

団
体
に
参
画
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、 

 
 

他
の
学
区
と
の
連
絡
会
議
を
設
け
、
互
い 

 
 

に
横
の
連
絡
を
と
っ
て
い
き
た
い
。 

Ｑ
．
今
ま
で
町
域
で
行
な
わ
れ
て
き
た
「
町
民 

 
 

体
育
大
会
」「
甲
賀
町
文
化
祭
」「
町
民
ス 

 
 

ポ
ー
ツ
大
会
」
等
の
行
事
が
学
区
単
位
に 

 
 

な
る
の
か
。 

Ａ
．
自
治
振
興
会
は
従
来
か
ら
あ
っ
た
コ
ミ
ュ 

 
 

ニ
テ
ィ
を
壊
す
も
の
で
は
な
い
。
甲
賀
地 

 
 

域
に
伝
統
的
に
残
っ
て
い
る
行
事
に
つ
い 

 

 
 

て
は
、
油
日
学
区
・
佐
山
学
区
の
自
治
振 

 
 

興
会
と
も
連
携
し
な
が
ら
検
討
し
、
取
り 

 
 

組
ん
で
い
き
た
い
。 

Ｑ
．
事
業
の
日
程
に
つ
い
て
、
早
い
う
ち
に
決 

 
 

め
公
表
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

Ａ
．
事
業
日
程
に
つ
い
て
は
、
専
門
部
会
、
役 

 
 

員
会
の
中
で
協
議
し
、
自
治
振
興
会
の
広 

 
 

報
紙
で
お
知
ら
せ
し
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「
大
原
自
治
振
興
会
」
発
足 

総会の様子 



 
 

＝
地
域
に
根
ざ
し
た 

 
 

 

自
治
振
興
会
を
＝ 

 
 
 

会
長 

田
中 
勇 

 

こ
れ
か
ら
夏
本
番
を
迎
え
ま

す
が
、
大
原
学
区
の
皆
さ
ま
に
は

日
々
ご
壮
健
で
お
過
ご
し
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
平
成
２１
年
、
市
よ
り
新

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
「
自
治

振
興
会
」
の
取
り
組
み
の
提
案
が

あ
り
、
平
成
２２
年
１１
月
１６
日
、

大
原
学
区
自
治
振
興
会
設
立
準

備
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
区
長

様
を
は
じ
め
、
各
区
よ
り
選
任
い

た
だ
い
た
２０
名
の
準
備
委
員
の

皆
さ
ま
で
半
年
余
り
に
わ
た
り

ご
検
討
、
ご
協
議
い
た
だ
き
、
６

月
１
日
に
役
員
会
、
６
月
２５
日
に

大
原
自
治
振
興
会
設
立
総
会
を

開
催
し
、
設
立
の
ご
承
認
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
不
肖
私
が
設
立
準
備
会

の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
大
原
自
治
振
興
会

に
お
い
て
も
引
き
続
き
会
長
の

大
役
を
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

浅
学
非
才
で
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
重
責
を
大
原
学
区
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
頑

張
っ
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
地
方
分
権
が
進

む
な
か
「
地
域
で
出
来
る
こ
と
は

地
域
で
」
と
地
域
住
民
同
士
が
支

え
あ
う
、
地
域
社
会
の
新
し
い
仕

組
み
が
自
治
振
興
会
で
あ
り
ま

す
。
行
政
の
権
限
や
予
算
の
委
譲

を
受
け
、
地
域
住
民
相
互
の
絆
を

深
め
な
が
ら
自
ら
取
り
組
む
、
地

域
主
体
型
の
ま
ち
づ
く
り
で
あ

り
、
大
原
学
区
の
皆
さ
ま
が
積
極

的
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

大
原
学
区
と
い
う
生
活
圏
を

基
本
に
、
地
域
の
身
近
な
課
題
解

決
へ
の
取
り
組
み
は
、
そ
の
地
に

住
む
住
民
皆
さ
ま
方
が
考
え
、
行

動
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
き
め
細
か
な
対
応
が
可
能

に
な
り
、
正
に
自
治
振
興
会
の
取

り
組
み
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
こ
に
住
む
住
民
皆
さ
ま
が

自
ら
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
は
、
地
域
の
活
気
が
衰
退
し

な
い
よ
う
に
地
域
を
守
り
、
地
域

を
良
く
す
る
た
め
の
取
り
組
み

で
あ
り
、
決
し
て
行
政
の
肩
代
わ

り
を
す
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
行
政
の
負
う
責
任

を
自
治
振
興
会
が
負
う
も
の
で

も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も

住
民
と
行
政
は
お
互
い
に
補
完

し
な
が
ら
協
働
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。 

 

大
原
自
治
振
興
会
は
い
よ
い

よ
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
が
、
決

し
て
背
伸
び
す
る
こ
と
な
く
、
一

年
一
年
積
み
重
ね
て
力
を
つ
け
、

地
域
住
民
皆
さ
ま
の
思
い
が
実

現
で
き
る
、
地
域
に
根
差
し
た
自

治
振
興
会
を
目
指
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
大
原

学
区
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
前
進
し

て
ま
い
り
た
く
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
暑
さ
も
さ
ら
に
厳
し
く
な

り
ま
す
。
大
原
学
区
の
皆
さ
ま
に

は
ご
自
愛
の
ほ
ど
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

  



大原学区の目標 

 自治区を越えた大原学区の課題や、各自治区で

共通する課題の解決に取り組みます。 

 また、高齢者の生きがい対策や若年層の地域愛

醸成のために、広域的な事業を展開することによ

り大原学区内全体の地域振興を図ります。 

 

大原学区の将来像 

 住民一人ひとりが強い結びつきのなかで、誰も

がこれからも住み続けたいと願う元気で力強い地

域社会を目指します。 

 

大原学区の基本方針 

1．大原学区内の住民の交流を深め、自治区の連

携を創出します。 

２．みんなが参加できる事業を行います。 

３．みんなが安心して暮らせるまちを目指します。 

 

 

専門部会の主な事業 

 【健康福祉部会】 

 高齢者等の支援事業 

 １．サロンスタッフの交流・研修 

 ２．高齢者等の見守り活動 

 

 【地域振興部会】 

 地域の歴史・文化の再発見事業と伝承事業 

 

 【生活環境部会】 

 １．防犯灯維持管理向上事業 

 ２．生活・通学道路美化事業 

 ３．防災・防犯事業 

 

 【教育文化部会】 

 地域住民の交流の場を設け、地域の諸問題、地  

域社会づくりに発展させる。 

 １．（仮称）三世代交流フェスティバル 

 ２．人権研修（役員会等と共催） 

 

平成２３年度予算 

 

  収 入  

  市自治振興交付金  ８，２７０，０００円 

  雑入（預金利子等）     ２，０００円  

     歳 入 合 計   ８，２７２，０００円 

      

     支 出   

   総務費（事務費等）  ９５９，０００円 

   事業費      ３，２６１，０００円 

  （自治振興会・人権研修費、専門部会活動費） 

     振興費      １，５５８，０００円 

  （敬老会事業、環境整備 各区へ配分） 

   区活動費     ２，４９４，０００円 

  （区事務活動費 各区へ配分）       

   歳 出 合 計  ８，２７２，０００円 

 

 

    

  総会で承認された役員 

 

役 職 氏  名 

会  長 田 中  勇 

副 会 長 廣岡 六郎 

副 会 長 岩﨑 延幸 

監  事 宮林 康自 

監  事 一 宮  守 

事 務 局 長 村山 富一 

会計責任者 中村 典也 

 

 

 



 

   区長・自治振興委員名簿 

区 名 
区 長 自治振興委員 

氏 名 氏 名 氏 名 

檪 野 山本 正和 田中  勇 大原眞代子 

神 竹中島眞博 廣岡 六郎 野口美重子 

大原上田  藤田 文夫 中島  正 家森八重子 

大久保 大原  平 嶌田 耕平 中島 初枝 

大原中 西村 朋弥 辻  富雄 村田喜代美 

拝 坂 村山 正和     中井 宣美 片淵佳代子 

鳥居野 奥村 宇公 上山 喜宣 増井千代子 

相 模 玉木 幸一 杉本 初夫 玉木 享子 

大原市場 中井 保隆 岩﨑 延幸 藤沢 和代 

高 野 田畑  進 外山 武雄 瀬古 よし江 

     代 議 員 名 簿 

区 名 氏 名 区 名 氏 名 

櫟 野 

島岡 多郎 

拝 坂 

雲  哲夫 

奥村  勝 大林 源弥 

田中 幸弥 富田喜久雄 

細井  享 田中 光雄 

林  幸世 山本 邦夫 

神 

中島 一成 

鳥居野 

奥村源太郎 

九里 正昭 中村 幸嘉 

福永 嘉克 森口 一宏 

清水 昭彦 雲   勝 

中島   豊 中井 喜久 

大原 

上田 

 

堀口 弘志 

相 模 

藤村  稔 

川村 克己 本山勇一郎 

川村 啓子 林田 敏男 

和田 寿子 北相模宏二 

吉水 ナツコ 玉木  昭 

大久保 

西田 光男 

大原 

市場 

中島 照一 

西田 喜八郎 藤原 宏行 

中島 芳幸 中島 隆二 

大原   賢 辻  康生 

西田 武史 井用  篤 

大原中 

森口  衛 

高 野 

大林 寿典 

松本  勝 大林 義彦 

松岡 清光 大林 忠美 

井村 龍造 田畑  真 

大原 忠雄 森村 初美 

 

      専 門 部 会 員 名 簿 

 健康福祉部会長 井原 賢二   地域振興部会長 平田 昌規 

 生活環境部会長 瀬古 浩治郎  教育文化部会長 中島 教芳 

区名等 
健康福祉部 地域振興部 生活環境部 教育文化部 

氏 名 氏 名 氏 名 氏 名 

櫟 野 東  輝雄 徳田  員 奥村  正 奥村真由美 

神 井原 賢二 村山 修一 廣岡 久一 山元  誠 

大原上田 川村つね子 平田 昌規 山口 忠和 川村 和代 

大久保 中島 洋子 中島 治雄 西田 康晴 中島 教芳 

大原中 福井 康祐 西田昭二郎 渡辺  清 松岡 直和 

拝 坂 望月 清照 吉治 孝和 瀬古浩治郎 清水 清博 

鳥居野 福井 善弘 中井  滋 中島 利勝 川邉忠一良 

相 模 前川  健 奥村 茂男 玉木   学 稲森 昌稔 

大原市場 坂上 茂利 増田 定雄 中井 章夫 増井 裕史 

高 野 田畑 文野 大原  学 山本 茂之 奥山 善之 

各種団体 

（老人クラブ 

連合会） 

奥村 僚一 

（農業法人）  

 

奥村 和宏 

（老人クラブ 

連合会） 

荒川 博之 

（人権教育推進

協議会） 

市岡 泰彦 

（民生委員児

童委員） 

大原 清六 

（農業法人） 

 

大林喜一郎 

（消 防 団） 

 

辻  直也 

（甲賀中学校 

ＰＴＡ） 

奥山ルリ子   

（日赤奉仕団） 

東 美智代 

（特産加工 

グループ） 

田中 里実 

（甲賀中学校

ＰＴＡ） 

萩原 盟子 

（大原小学校 

ＰＴＡ） 

廣庭 隆行 

  （商工会 

青年部） 

畑中 一基 

（大原小学校

ＰＴＡ） 

清水 貴之 

（大原にこにこ園

保護者会） 

木村 哲朗 
  

  （大原市場商

店街） 

清水 治雄 

  （文 化 協 会） 

 

中本 欽三 
    

  （愛林クラブ） 

 

西田  喬 

  （青少年育成 

市民会議） 

吉田  正 
    

  （二十一世紀

の会） 

三浦 浩一 

    

      

  （大鳥神社 

氏子青年会） 

小川  剛 
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